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われわれの毎日は学習であふれている，そう言われ

るとびっくりするでしょうか。私たちの行動の基本的

な原理を探究する，学習心理学と呼ばれる領域があり

ます。その射程の広さとは裏腹に，「とっつきにくい」

とも思われがちな学習心理学。「意外といける」その魅

力を，専修大学の澤幸祐教授が語ります。

Section 1

学習心理学ってそんなに面白いですか？

ご 挨 拶

みなさんは，学習心理学という心理学の分野をご存
じでしょうか。ある程度心理学を知っている人たち
からも，「学習心理学は難しい」とか「とっつきにく
い」という意見を聞くことがあります。自称学習心理
学者の僕からすると，これは大変に残念なことです。
そこで，学習心理学はとっつきにくくて難しくてつ
まらなくて役に立たないものではけっしてなく，むし
ろ「友達から始めてみたけど，つき合ってもいいかも
……」という程度に，意外といける感じをお伝えした
いと思います。学習心理学のことをまったくご存じな
い方も，正直嫌いな方も，そもそも心理学についてま
だよく知らない方も，ぜひ最後までおつき合いくださ
い。

学習って何？

「学習」という言葉から，みなさんは何を連想され
るでしょうか。心理学においては「学習」というのは，
とても広い意味で使われており，多くの教科書では
「経験によって生じる，比較的永続的な行動の変化」
と定義されています。いきなりとっつきにくい感じで

す。そこで，「学習って何」と考えるのではなく，「学
習じゃないものって何」から始めてみましょう。
先ほどの定義は，「経験によって生じるもの」「比較
的永続的なもの」そして「行動の変化」という 3つの
部分から成り立っています。これらを満たさないと，
学習とはいいません。
まずは，「経験によって生じないもの」を考えてみ
ます。あなたの人生の中で，経験に依存しないで起こ
ることがどれほどあるでしょうか。この文章が読める
ということは，あなたは日本語を理解することができ
ているはずですが，それは経験に依存せずにできたこ
とでしょうか。スポーツについても，練習という経
験なしにできるようになりましたか？ 友人のことを
「あいつはいいやつだ」とか「あの人はちょっとつき
合いにくい」とか判断することは，その友人と接する
経験なしにできることでしょうか。
われわれの人生の中で，経験に一切依存せずに何か
が変わることは多くありません。例えば発達や加齢に
よる変化は経験に依存しない変化といえますが，それ
でも経験の効果と相互に影響し合うことがほとんどで
す。
「比較的永続的でないもの」とはどんなものでしょ
う。例えば，薬物による行動の変化や疲労による行動
の変化は，薬物が代謝されたり疲労が回復すると元に
戻ってしまいますので，永続的なものではありません。
ただ，「薬物を繰り返し摂取したせいで，だんだんと
効きにくくなってきた」というように，薬物が代謝さ
れても永続するような変化が起こることはあり，これ
は学習といえます。
最後に，「行動の変化」という部分です。これはと
ても難しい問題，「そもそも行動って何？」という問
題を含んでいます。日常的な意味では，行動といえ
ば「身体を使って何かしらの活動をすること」くらい
のニュアンスですね。コンビニに行くのは行動ですし，

サイナビ！ブックレット　Vol.5

意外といける！ 学習心理学

澤 幸 祐

2016年 2月 22日発行（Ver. 1.0） ●発行元：ちとせプレス


